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根
上  
富  
治 
作
（
一
九
二
二
年
）

ね
あ
が
り 
と
み 
じ

　
　
　

一
五
二
・
五
×
一
〇
四
・
二
㎝

　
　
　

絹
本
彩
色
・
軸
装

　

鷹
が
二
羽
、
足
革
を
巻
か
れ
と
ま
り

木
に
繋
が
れ
て
い
ま
す
。
庭
を
横
切
ろ

う
と
し
た
猫
と
一
瞬
目
が
合
う
、
と
い

う
場
面
で
す
。

　

背
景
な
ど
の
余
計
な
も
の
を
一
切
排

除
し
た
簡
潔
な
構
図
が
、
こ
の
場
面
の

緊
張
感
を
い
っ
そ
う
高
め
て
い
ま
す
。

鷹
の
弾
力
の
あ
る
力
強
い
翼
と
、
そ
の

下
か
ら
の
ぞ
く
柔
ら
か
そ
う
な
白
い
羽
。

猫
の
し
な
や
か
な
体
つ
き
、
特
に
尻
尾

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
毛
の
一
本
一
本
ま

で
、
丹
念
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

作
者
の
根
上
富
治
（
一
八
九
五
〜
一

九
八
一
）
は
、
酒
田
市
出
身
の
日
本
画

家
で
す
。
東
京
美
術
学
校
に
学
び
、
卒

業
後
す
ぐ
本
作
品
で
帝
展
特
選
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。 
野  
田  
九
甫 
ら
と
と
も
に

の 

だ 

き
ゅ
う
ほ

日
本
画
院
を
興
し
、
同
年
推
挙
さ
れ
て

明
治
神
宮
の
壁
画
制
作
に
も
従
事
し
て

い
ま
す
。
花
鳥
画
を
得
意
と
し
、
繊
細

な
描
写
と
独
特
の
情
感
を
湛
え
た
作
品

は
、
海
外
で
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

（
山
形
大
学
附
属
博
物
館
長　

中
川　

重
）
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我
が
山
形
大
学
附
属
図
書
館
の
蔵
書
の
数
が
百
万
冊
を
超

え
ま
し
た
。平
成
十
三
年
十
月
発
行
の
附
属
図
書
館
館
報「
や

ま
び
こ
」（
第
四
十
七
号
）
に
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
百
万
冊
目

の
図
書
『
民
衆
運
動
史　

２ 

社
会
意
識
と
世
界
像
』（
青
木

書
店
、
一
九
九
九
）
に
つ
い
て
の
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
編
著
者
で
あ
る
本
学
人
文
学
部
の
岩
田
浩
太

郎
先
生
は
発
刊
の
動
機
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
中
で
、

本
書
が
「
民
衆
運
動
史
の
可
能
性
を
新
た
に
切
り
開
こ
う
と

意
気
込
ん
だ
企
画
」
で
あ
っ
た
と
明
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
実

に
一
本
を
成
す
と
い
う
事
業
は
、
意
志
と
体
力
と
い
う
胆
力

に
満
ち
た
仕
事
で
あ
り
、
無
か
ら
有
を
生
む
際
に
必
要
と
さ

れ
る
自
ら
と
の
闘
い
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
の
書
物
に
も
、
こ

う
し
た
著
者
の
息
づ
か
い
が
あ
り
、
書
架
の
間
を
歩
く
時
、

ど
の
一
冊
か
ら
も
さ
さ
や

き
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

　

蔵
書
の
数
、
百
万
冊
の

意
味
も
、
百
万
人
の
著
者

達
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た

知
的
総
量
が
、
利
用
者
の

読
書
・
調
査
な
ど
の
営
為

に
よ
っ
て
、
新
た
な
輝
き

を
帯
び
、
い
か
に
再
創
造

で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に

か
か
っ
て
い
る
と
言
え
ま

し
ょ
う
。
図
書
館
が
、
静
か
な
空
間
と
先
人
と
の
対
話
の
場

を
提
供
し
、
ま
た
彼
ら
に
導
か
れ
な
が
ら
学
習
す
る
場
で
あ

る
と
い
う
意
義
は
将
来
も
変
わ
る
こ
と
が
な
い
と
確
信
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
大
学
図
書
館
の
持
つ
以
上
の
よ
う
な
役
割
に
加

え
て
、
特
に
近
年
、
図
書
館
の
電
子
化
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
急
速
な
発
展
に
よ
っ

て
、
瞬
時
に
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
デ
ー
タ
を
受
信
・

発
信
す
る
と
い
う
動
向
に
即
応
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、

中
央
図
書
館
（
山
形
・
小
白
川
）、
医
学
部
分
館
（
山
形
・
飯

田
）、
工
学
部
分
館
（
米
沢
）
及
び
農
学
部
分
館
（
鶴
岡
）
が

一
丸
と
な
っ
て
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
行
動
計

画
）を
策
定
し
て
い
ま
す
。プ
ラ
ン
は
、二
つ
の
柱
を
立
て
、次

の
よ
う
に
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

(

　
 
一
）
電
子
情
報
及
び
電
子
資
料
の
収
集
・
整
備
（
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の
対
応
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
に

重
点
を
置
く
）

　

（
二
）本
学
所
蔵
資
料
の
電
子
化
・
発
信（
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
遡
及
入
力
、
紀
要
・
貴
重
資
料
の
電
子
化
な
ど
）

　

こ
う
し
た
プ
ラ
ン
に
即
し
て
、「
情
報
プ
ラ
ザ
の
開
設
」（
中

央
館
）、「
ノ
ン
リ
ニ
ア
・
ビ
デ
オ
編
集
機
シ
ス
テ
ム
」（
工
学

W
eb
o
f
S
cience

部
分
館
）、「
雑
誌
記
事
索
引
」、「 

  
  
    
      

」（
全

館
共
通
）
な
ど
が
既
に
利
用
可
能
と
な
り
、「
中
央
図
書
館

メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
」や「
山
形
大
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
に
こ
れ
ら
の
利
用 
進
捗 
ぶ
り
が
見
ら
れ
ま
す
。

し
ん
ち
ょ
く

　

と
こ
ろ
で
、「
学
外

者
」（
一
般
市
民
の

方
）
の
本
館
利
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
先

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
十
分
に
活
用

さ
れ
て
い
な
い
状
況

で
す
。
ぜ
ひ
と
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

い
て
い
た
だ
く
か
、

直
接
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
っ
て
も
結
構
で
す
。
特
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
学

外
者
利
用
案
内
」
を
て
い
ね
い
に
表
示
し
て
い
ま
す
。
来
館

さ
れ
た
方
に
は
、
本
の
閲
覧
、
貸
出
し
な
ど
の
便
宜
が
あ
り
、

館
内
に
限
っ
て
電
子
的
な
設
備
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

山
形
大
学
附
属
図
書
館
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
あ
っ
て

学
問
研
究
や
学
習
の
中
心
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
ま
た
社
会
に
も

開
か
れ
た
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。

　

附
属
図
書
館
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

http
:/
/
w
w
w
.lib
.yam
agata-u.ac.jp

　
　
    
  
 
 
 
 
    
    
             

本
の
世
界
、
電
子
の
世
界　

　

早　

川　

正　

信　

はやかわ　まさのぶ

山形大学附属図書館長
専門：英文学・比較文学 

閲覧室（中央図書館）

情報プラザ（中央図書館）



　

三
十
年
以
内
に
山
形
盆
地
で
直
下
型
の
大
地
震
が
発
生
す

る
可
能
性
が
七
％
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
新
聞
報
道
に
、

不
安
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
地
震
へ
の
対
処
の
仕
様
は
、
ま
ず
地
震
は
来
る
も
の

と
心
構
え
て
お
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、
地
震
が
起
こ
る
と
し

た
ら
ど
こ
で
起
こ
る
か
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
肝
要
で
す
。

こ
こ
で
は
、
意
外
に
身
近
に
あ
る
地
震
の
跡
を
ど
の
よ
う
に

読
み
取
る
か
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
震
は
、
地
下
深
い
と
こ
ろ
で
生
じ
た
断
層
運
動
に
伴
っ

た
衝
撃
と
も
言
え
ま
す
。
お
お
よ
そ
Ｍ（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）

７
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
断
層
に
沿
っ
た
ず
れ
が

地
表
に
ま
で
及
び
ま
す
。
た
と
え
ば
、
一
八
九
六
年
に
秋
田

県
横
手
盆
地
東
縁
で
発
生
し
た
陸
羽
大
地
震
（
Ｍ
７
・
２
）

で
は
、震
源
付
近
の
地
表
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
縦
に
ず
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
地
表
を
直
接
変
形
さ
せ
て
き
た

断
層
で
、
過
去
数
十
万
年
間
以
上
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
地

震
を
起
こ
し
て
き
た
も
の
が
活
断
層
で
す
。
活
断
層
に
沿
っ

て
は
、
地
震
の
際
の
地
表
の
変
形
が
蓄
積
さ
れ
、
川
の
下
流

側
が
高
く
な
る
よ
う
な
、
川
の
浸
食
・
堆
積
で
は
作
り
得
な

い
異
常
地
形
が
現
わ
れ
た
り
し
ま
す
。
山
形
盆
地
の
地
震
予

知
に
関
す
る
調
査
も
、
ま
ず
は
地
震
の
古
傷
で
あ
る
活
断
層

を
実
際
に
探
し
出
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

写
真
は
、
山
形
盆
地
北
西
縁
に
あ
る
村
山
市
・
樽
石
川
付

近
の
も
の
で
す
。
扇
状
地
の
扇
端
が
高
森
山
と
呼
ば
れ
る
丘

と
な
っ
て
上
流
側
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま

す
。
こ
の
高
森
山
は
葉
山
か
ら
流
れ
出
る
川
に
よ
っ
て
運
ば

れ
て
き
た
丸
い
礫
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も

と
は
周
り
の
扇
状
地
と
同
じ
高
度
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

扇
状
地
の
扇
端
が
活
断
層
に
よ
っ
て
持
ち
上
げ
ら
れ
、
周
り

よ
り
小
高
い
丘
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活

断
層
で
で
き
た
小
高
い
丘
は
、
山
形
盆
地
の
西
縁
に
沿
っ
て

南
に
寒
河
江
（
高
瀬
山
、
長
岡
山
な
ど
）、
山
形
市
村
木
沢

（
長
岡
山
）・
門
伝
を
経
て
、
上
山
市
街
西
縁
（
上
山
城
址
の

あ
る
丘
）、
北
に
は
村
山
市
富
並
、
大
石
田
町
横
山
な
ど
で
も

認
め
ら
れ
ま
す
。
実
際
に
は
、
航
空
写
真
を
使
っ
て
三
次
元

的
な
映
像
を
見
な
が
ら
一
〜
二
メ
ー
ト
ル
程
度
の
地
表
の
ず

れ
を
探
し
て
い
き
ま

す
。
こ
う
し
て
判
っ

た
活
断
層
に
つ
い
て
、

そ
れ
を 
跨 
ぐ
位
置
に

ま
た

大
き
な
穴
（
ト
レ
ン

チ
）
を
掘
っ
て
、
地

震
の
最
終
活
動
時
期

や
地
震
の
再
来
周
期

を
、
地
層
に
残
さ
れ

た
地
震
の
痕
跡
か
ら

読
み
取
っ
て
い
き
ま

す
。
山
形
盆
地
で
も

山
辺
町
大
寺
な
ど
で

こ
の
ト
レ
ン
チ
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
山
形
盆
地
で
は
過
去
一

万
年
間
に
三
回
地
震
が
発
生
し
、
平
均
再
来
周
期
は
二
〜
五

千
年
、
そ
し
て
最
後
の
地
震
の
発
生
が
六
千
年
前
〜
二
百
年

前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
日
地
震
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
と
言
う
結
論
に
達
し
た
訳
で
す
。

　

地
震
を
避
け
ら
れ
な
い
以
上
、
な
る
べ
く
活
断
層
の
近
く

に
住
ま
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
裏

山
と
思
っ
て
い
た
丘
が
活
断
層
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と

意
識
し
て
い
れ
ば
、
地
震
に
対
す
る
心
構
え
も
違
っ
て
こ
よ

う
か
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
身
の
回
り
の
地
形
に
注
意
し
て

み
る
こ
と
で
す
。
気
に
な
る
こ
と
は
、
学
校
や
高
齢
者
福
祉

施
設
等
の
公
共
施
設
が
、
活
断
層
の
直
近
に
建
て
ら
れ
て
い

る
例
が
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
判
る
の
は
、

現
在
は
災
害
か
ら
の
回
避
の
た
め
に
行
政
の
指
示
を
待
っ
て

い
る
時
代
で
は
な
く
、
危
険
箇
所
を
正
確
に
捉
え
る
能
力
が

市
民
に
も
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
私
の
属
す
る
山
形
大
学
教
育
学
部
生
活
環

境
コ
ー
ス
で
は
、
こ
の
点
を
重
視
し
、
活
断
層
や
地
す
べ
り

地
形
の
判
読
実
習
を
通
し
て
、
身
近
な
地
形
環
境
を
理
解
し
、

災
害
回
避
に
積
極
的
に
対
処
で
き
る
学
生
を
養
成
し
て
い
ま

す
。
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地
形
を
見
て
山
形
の
地
震
に
そ
な
え
る

　
　
　
 
―
活
断
層
の
位
置
を
探
る
―八　

木　

浩　

司　

やぎ　ひろし

山形大学教育学部助教授
専門：自然地理学
　　　変動地形学

活断層で出来た山（村山市高森山）



　

平
成
十
三
年
九
月
、
わ
が
国
で
初
め
て
「
狂
牛
病
（
Ｂ
Ｓ

Ｅ
）」に
感
染
し
た
牛
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
牛
の
措
置

に
つ
い
て
政
府
の
見
解
が
二
転
三
転
し
、
国
民
に
多
く
の
不

安
を
与
え
た
結
果
、
牛
肉
の
消
費
量
が
急
激
に
減
退
し
ま
し

た
。
現
在
ま
で
に
四
頭
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
感
染
し
た
牛
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
牛
肉
の
消
費
量
の
減
退
は
、
牛
肉
価
格
さ

ら
に
は
肉
牛
特
に
乳
牛
価
格
の
低
下
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、

現
在
も
な
お
発
生
前
の
状
態
に
は
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

後
、
政
府
は
、
牛
肉
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
世
界
に

先
駆
け
て
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
全
頭
検
査
体
系
を
確
立
し
、
食
肉
処

理
・
流
通
体
制
の
整
備
、
牛
の
個
体
識
別
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
行
い
ま
し
た
。
わ
が
国
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
は
確
立
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
一
部
業
者
に
よ
る
輸
入
牛
肉
を
国
産
牛
肉
に

ラ
ベ
ル
の
変
更
、
生
産
地
の
ラ
ベ
ル
を
変
更
す
る
な
ど
の
行

為
が
発
覚
し
、
そ
れ
が
豚
、
鶏
に
拡
大
、
食
肉
さ
ら
に
は
わ

が
国
の
食
品
の
安
全
性
の
問
題
へ
と
拡
大
し
ま
し
た
。

　

牛
肉
を
は
じ
め
と
す
る
畜
産
物
は
、
食
料
の
な
か
で
ど
の

よ
う
な
位
置
を
占
め
、
ど
の
よ
う
な
生
産
構
造
の
も
と
に
あ

る
の
か
に
つ
い
て
な
が
め
て
み
ま
す
。

　

◆
わ
が
国
の
食
糧
自
給
率

　

わ
が
国
の
食
料
自
給
率
の
動
向
を
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
自

給
率
（
国
民
が
消
費
す
る
食
品
の
カ
ロ
リ
ー
の
う
ち
国
内
産

の
食
品
の
カ
ロ
リ
ー
の
割
合
）
で
見
る
と
、
昭
和
四
十
年
度

の
七
三
％
が
昭
和
五
十
年
度
に
は
五
四
％
、
さ
ら
に
平
成
十

二
年
度
で
は
四
〇
％
と
先
進
国
の
最
低
の
水
準
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
図
１
）
平
成
十
二
年
度
に
お
け
る
自
給
率
を
主
な
品

目
別
自
給
率
で
見
る
と
穀
類
に
つ
い
て
主
食
で
あ
る
米
九
五

％
、小
麦
一
一
％
、大
豆
五
％
、畜
産
物
で
は
肉
類
五
二
％（
牛

肉
三
三
％
、
豚
肉
五
七
％
、
鶏
肉
六
四
％
）、
鶏
卵
九
五
％
、

牛
乳
乳
製
品
六
八
％
、
魚
介
類
は
六
二
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

畜
産
物
の
自
給
率
は
、
一
見
高
く
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
輸

入
飼
料
を
計
算
し
て
い
な
い
値
の
た
め
で
す
。
平
成
十
二
年

度
に
お
け
る
主
食
用
穀
物
自
給
率
は
六
〇
％
で
す
が
、
穀
物

（
食
用
＋
飼
料
用
）
自
給
率
は
二
八
％
、
さ
ら
に
家
畜
の
え
さ

で
あ
る
飼
料
の
自
給
率
は
二
六
％
、
穀
物
を
中
心
と
し
た
純

国
内
産
濃
厚
飼
料
自
給
率
は
一
一
％
と
い
う
値
で
す
。
わ
が

国
の
食
料
自
給
が
低
い
の
は
、
食
用
の
麦
類
及
び
大
豆
の
自

給
率
が
極
端
に
低
い
こ
と
、さ
ら
に
は
飼
料
穀
物（
国
に
よ
っ

て
は
食
料
）
を
中
心
と
し
た
家
畜
の
え
さ
の
大
量
輸
入
に
そ

の
原
因
が
あ
り
ま
す
。
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狂
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図１　我が国の食料自給率の推移
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◆
畜
産
物
の
消
費
量
と
そ
の
生
産
構
造

　

日
本
人
一
人
一
年
当
た
り
の
畜
産
物
の
消
費
量
は
、
わ
が

国
の
高
度
経
済
成
長
が
始
ま
っ
た
一
九
六
〇
年
に
お
い
て
肉

類
三
・
五
㎏
（
牛
肉
一
・
一
）、
鶏
卵
六
・
三
㎏
、
牛
乳
及
び

乳
製
品
二
二
・
三
㎏

を
消
費
す
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
米
の
消
費
量
は
一
一
三
・
〇
㎏
で
し
た
。
そ
の
後
畜

産
物
の
消
費
量
は
急
激
に
増
加
し
、
四
十
年
後
の
二
〇
〇
〇

年
で
は
、
肉
類
二
八
・
八
㎏
（
牛
肉
七
・
六
、
豚
肉
一
〇
・

六
、
鶏
肉
一
〇
・
二
）、
鶏
卵
一
七
・
〇
㎏
、
牛
乳
及
び
乳
製

品
九
四
・
三
㎏
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
米
の
消
費
量
は

六
四
・
六
㎏
と
半
分
近
く
に
減
少
し
ま
し
た
。
近
年
の
日
本

人
の
畜
産
物
消
費
量
を
欧
米
と
比
較
す
る
と
、
鶏
卵
の
消
費

は
欧
米
を
上
回
り
、
肉
類
・
乳
製
品
の
消
費
も
欧
米
に
近
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
日
本
人
の
食
生
活
が
昔

の
米
を
中
心
に
魚
介
類
を
副
食
と
す
る
従
来
型
か
ら
、
畜
産

物
を
取
り
込
ん
だ
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
日
本
型
の
食
生
活
に
変

化
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
こ
と
が
長
寿
社
会
の
実
現
に

貢
献
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
日
本
人
の
食
肉
消
費
量
の
急
激
な
増
加
は
、
貿
易

自
由
化
に
よ
り
、
牛
肉
を
中
心
に
肉
類
の
輸
入
が
約
半
分
を

占
め
、
残
り
の
半
分
は
国
内
の
家
畜
が
生
産
し
、
さ
ら
に
鶏

卵
及
び
牛
乳
・
乳
製
品
が
国
内
の
家
畜
を
中
心
に
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
わ
が
国
の
家
畜
飼
養
す
る
た
め
に
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
穀
類
を
中
心
に
約
二
、〇
〇
〇
万
ト
ン

も
の
飼
料
が
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
量
は
、
わ
が
国
の

米
生
産
量
の
二
倍
以
上
の
量
に
な
り
ま
す
。
輸
入
飼
料
の
な

か
に
は
、「
狂
牛
病
」
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
肉
骨
粉
」
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
来
草
食
家
畜
で
あ
っ
た
牛
に
「
肉
骨

粉
」
を
与
え
た
こ
と
を
深
く
反
省
し
、「
効
率
一
辺
倒
の
加
工

型
畜
産
か
ら
転
換
し
、
飼
料
の
自
給
と
家
畜
の
健
康
を
重
視

し
た
日
本
型
畜
産
経
営
に
本
格
的
に
取
り
組
む
」
こ
と
の
必

要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

◆
農
学
部
農
場
の
役
割

　

農
学
部
は
、
全
国
有
数
の
農
業
生
産
県
と
い
う
フ
ィ
ー
ル

ド
の
特
性
を
生
か
し
、
地
域
の
持
続
的
生
物
生
産
・
資
源
循

環
・
環
境
調
和
型
社
会
の
創
生
に
向
け
た
研
究
教
育
を
行
う

中
心
学
部
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
課
題
の
技
術
開
発
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
場
は
、
演
習
林
と
と
も
に
こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
す
べ
き
実
践
的
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
新
し
い
展

開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
場
で
は
、
自
給
飼
料
の
新
た

な
展
開
と
し
て
、
山
形
大
学
と
中
国
共
同
の
多
収
穫
飼
料
イ

ネ
の
開
発
や
イ
ネ
の
飼
料
と
し
て
の
利
用
方
法
の
確
立
を
は

じ
め
多
様
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
研
究
教
育
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
大
学
施
設
開
放
の
一
貫
と
し
て
昨
年
は
二
、

〇
〇
〇
名
以
上
の
地
域
の
幼
児
・
児
童
等
が
体
験
学
習
の
場

と
し
て
農
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
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皆
さ
ん
は
普
段
お
米
を
ど
の
よ
う
に
し
て
食
べ
て
い
ま
す

か
？
炊
い
た
り
、
お
餅
に
し
た
り
、
ビ
ー
フ
ン
に
し
た
り
、

お
せ
ん
べ
い
に
し
た
り
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
で
は「
お
米
の
パ
ン
」は
ど
う
で
し
ょ
う
？
パ
ン
と
い

え
ば
小
麦
粉
か
ら
し
か
作
れ
な
い
と
言
う
の
が
世
間
の
常
識

で
す
。
そ
も
そ
も
小
麦
粉
が
う
ま
く
膨
ら
ん
で
製
パ
ン
で
き

る
秘
密
は
グ
ル
テ
ン
に
あ
り
ま
す
。こ
の
グ
ル
テ
ン
は
う
ど

ん
に
コ
シ
を
出
し
た
り
、パ
ン
が
膨
ら
む
と
き
の
骨
組
み
の

役
割
を
す
る
も
の
で
す
。お
米
も
小
麦
粉
も
主
成
分
は
同
じ
デ

ン
プ
ン
で
す
が
、お
米
に
は
グ
ル
テ
ン
が
含
ま
れ
て
い
な
い
た

め
パ
ン
を
作
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
お
米
を
主
食
と
す
る
日
本
で
は
、
な
ん
と
か
こ

の
常
識
を
打
ち
破
り
た
い
と
各
地
で
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
新
潟
県
で
の
研
究
で
す
。
新
潟

県
の
手
法
は
米
粉
に
小
麦
粉
か
ら
抽
出
し
た
グ
ル
テ
ン
を
混

ぜ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
小
麦
粉
パ

ン
の
延
長
に

す
ぎ
な
い
と

い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
小
麦

粉

ア

レ

ル

ギ
ー
の
方
に

と
っ
て
は
少

量
の
小
麦
成
分
で
も
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
引
き
起
こ
す
事
も

分
か
っ
て
き
た
た
め
、
全
国
的
に
お
米
一
〇
〇
％
に
よ
る
パ

ン
の
開
発
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。〝
米
ど
こ
ろ
〞
山
形
県

に
お
い
て
も
お
米
の
新

た
な
加
工
食
品
と
し
て

の
パ
ン
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
私
た
ち

は
食
品
と
し
て
の
観
点

か
ら
で
は
な
く
工
学
的

見
地
か
ら
考
え
て
見
ま

し
た
。
グ
ル
テ
ン
を
含

ま
な
い
米
粉
を
膨
ら
ま

せ
る
と
い
う
難
題
を
解

決
す
る
鍵
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
発
泡
技
術
に
あ

り
ま
し
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
あ
る
一
定
の
粘
り
気（
粘
度
）

が
あ
れ
ば
発
泡
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
身
の
周
り
の
良

い
例
が
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
す
。
こ
れ
を
米
粉
に
置
き
換
え

て
も
同
じ
事
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

　

写
真
１
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の

断
面
の
顕
微
鏡
写
真
で
す
。
写
真
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、

気
泡
（
セ
ル
）
の
均
一
性
が
上
と
下
の
写
真
で
は
全
く
異
な

る
こ
と
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
違
い
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
溶
か
し
た
と
き
の
粘
度
の
違
い
が
要
因
で
す
。
最
適
な

粘
度
で
は
綺
麗
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
発
泡
体
を
作
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
す
。
パ
ン
も
見
た
目
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
よ

う
な
発
泡
体
で
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
時
の
よ
う
に
、
発
泡

に
最
適
な
粘
度
を
見
つ
け
れ
ば
、
グ
ル
テ
ン
を
含
ま
な
い
米

粉
で
も
製
パ
ン
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

　

「
パ
ン
屋
さ
ん
の
非
常
識
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
屋
の
常
識
」と

言
え
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
は
、
普
段
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

粘
度
を
測
る
装
置
を
用
い
た
、「
米
パ
ン
生
地
」の
粘
度
測
定
を

行
う
日
々
が
続
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、米
粉
パ
ン
生
地
の
作

成
条
件
を
変
え
る
こ
と
で
、米
粉
だ
け
で
ふ
っ
く
ら
と
膨
ら

ま
す
事
が
で
き
る
粘
度
特
性
を
見
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
ま

し
た
。こ
の
結
果
、写
真
２
の
よ
う
な
綺
麗
に
発
泡
し
た「
夢

の
米
粉
一
〇
〇
％
パ
ン
」の
作
成
に
つ
い
に
成
功
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
開
発
の
裏
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
学
と
食
品
と
い

う
一
見
全
く
関
係
の
な
い
組
み
合
わ
せ
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
意
外
な
組
み
合
わ
せ

が
米
粉
だ
け
で
は
な
く
、
夢
も

膨
ら
ま
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
し
た
。
今
回
の
事
例
か
ら
、

読
者
の
み
な
さ
ん
に
よ
り
一
層

大
学
の
研
究
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
き
、
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
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〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
％％％％％％％％％％％％％％％
パパパパパパパパパパパパパパパ
ンンンンンンンンンンンンンンン

　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
加
工
技
術
を
米
粉
パ
ン
に
応
用

西　

岡　

昭　

博

写真１　プラスチック発泡
成形品断面

（チッソ（株）樹脂カタログより引用）

にしおか　あきひろ

山形大学工学部助手
専門：プラスチック溶融物性 
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写真２　米粉100％
パンの断面図
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三
月
十
一
日
、
農
学

部
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国

ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
農
学

部
と
の
間
で
、
学
部
間

の
国
際
交
流
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ジ
ャ

ワ
島
の
古
都
、
ジ
ョ
グ

ジ
ャ
カ
ル
タ
市
に
あ
り

ま
す
。
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ

ル
タ
市
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
約
五
百　

西
へ

km

位
置
し
、
人
口
は
約
二
百
万
人
で
、
現
在
も

サ
ル
タ
ン
が
昔
な
が
ら
の
宮
殿
に
住
ん
で
い

ま
す
。
近
く
に
は
ブ
ロ
ビ
ド
ー
ル
遺
跡
も
あ

り
、日
本
人
観
光
客
も
多
く
訪
れ
る
市
で
す
。 

　

ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
は
一
九
四
九
年
に
国
立

大
学
と
し
て
設
立
さ
れ
、
農
学
部
も
同
年
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
は
二
十
学
部
、

学
部
学
生
数
三
万
人
、
大
学
院
生
八
千
人
の

総
合
大
学
で
す
。
学
生
約
千
八
百
人
が
農
学

部
で
学
ん
で
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
農

林
水
産
大
臣
は
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
農
学
部
か

ボ
ゴ
ー
ル
大
学
農
学
部
の
教
授
が
就
任
す
る

の
が
慣
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
に
は
学
生
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
多
く
の
学
生
が
海
外
留
学
を
目
指
し

て
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、
日

本
語
コ
ー
ス
が
あ
り
、
少
な
か
ら
ぬ
学
生
が

日
本
語
を
学
ん
で
い
ま
す
。
農
学
部
で
は
学

部
長
を
始
め
日
本
で
学
位
を
取
得
し
た
ス

タ
ッ
フ
が
少
な
か
ら
ず
い
て
、
日
本
及
び
日

本
の
教
育
に
対
し
て
は
親
近
感
を
持
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
山
形
大
学
農
学
部
に
は
文
部

科
学
省
の
国
費
留
学
生
と
し
て
ガ
ジ
ャ
マ
ダ

大
学
の
講
師
が
一
名
学
ん
で
い
る
ほ
か
、
国

費
留
学
生
申
請
中
の
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
す
。

　

研
究
者
の
交
流
、
共
同
研
究
の
実
施
な
ど

両
学
部
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
交
流
の
み
な
ら
ず
、

学
生
交
流
も
教
育
機
関
で
あ
る
大
学
の
役
割

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
協
定
で
は
、
学

生
相
互
交
流
に
つ
い
て
の
協
定
も
締
結
し
、

山
形
大
学
の
学
生
も
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
で
学

べ
る
機
会
を
作
り
ま
し
た
。
農
学
部
と
し
て

次
代
を
担
う
人
材
の
国
際
感
覚
育
成
も
視
野

に
入
れ
、
国
際
交
流
の
一
層
の
推
進
を
計
画

し
て
い
ま
す
。　
　
 
（
文
責　

安
藤
豊
教
授
） 

　

去
る
三
月
二
十
一
日
、
神
奈
川
県
横
須
賀

市
に
お
い
て
開
か
れ
た
第
二
十
五
回
全
日
本

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
（
全
日
本
吹
奏
楽 

連
盟
主
催
）
に
お
い
て
、

東
北
代
表
と
し
て
大
学

の
部
に
出
場
し
た
本
学

吹
奏
楽
団
員
八
名
に
よ

る
「
金
管
八
重
奏
」
が 

金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

女
性
二
人
を
含
む
メ

ン
バ
ー
は
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
、ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、

ホ
ル
ン
な
ど
四
種
類
の

楽
器
に
よ
り
、
ジ
ム
・

パ
ー
カ
ー
作
曲
の
「
ラ

ジ
オ
シ
テ
ィ（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ロ
ン
ド
ン
人
よ
り
）」
を
演
奏
、
見

事
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

「
毎
日
昼
休
み
に
集
ま
っ
て
、約
半
年
も
の

長
い
間
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
学
年
の
違
い

や
音
楽
性
の
違
い
に
た
び
た
び
す
れ
違
い
衝

突
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
国
大
会

で
金
賞
を
と
れ
た
の
は

そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を
見

失
わ
ず
に
努
力
し
た
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
大
会
を
通
じ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

と
、
メ
ン
バ
ー
代
表
の

小
野
寺
高
征
さ
ん
（
教

育
学
部
二
年
生
）
の
練

習
を
ふ
り
返
っ
て
の
感

想
で
す
。

    
本
学
吹
奏
楽
団
は
、

昭
和
五
十
四
年
、
十
数

名
の
吹
奏
楽
愛
好
者
の

手
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
現
在
総
団
員
数
約
百

三
十
名
の
大
サ
ー
ク
ル
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
全
学
部
・
大
学
院
の
学
生
か
ら

構
成
さ
れ
、
団
員
の
層
は
幅
広
く
、
個
性
派

ぞ
ろ
い
で
す
。 

主
な
活
動
は
、
今
年
で
二
十

二
回
目
を
迎
え
る
定
期
演
奏
会
を
は
じ
め
、

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
や
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出
場
、
ま
た
、
年
に
数

回
開
催
し
て
い
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
の
ほ
か
、
山
形
県
内
の
よ
り
多
く
の
小
学

生
に
、
生
の
音
楽
に
触
れ
る
こ
と
で
音
楽
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
年
に
一
、
二

回
行
っ
て
い
る
訪
問
演
奏
会
な
ど
、
地
域
に

根
差
し
た
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

農学部 

インドネシア 
ガジャマダ大学と 
交流協定締結 

インドネシア 
ガジャマダ大学と 
交流協定締結 

ガジャマダ大学本部（ジョグジャカルタ市）

全日本 
アンサンブル 
コンテスト 

吹奏楽団金管八重奏 
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み
ど
り
樹
」
も
や
や
歴
史
を
積

み
重
ね
、
第
十
二
号
と
な
っ
た
と
こ

ろ
で
少
々
趣
向
を
変
え
、
こ
れ
ま
で

の
シ
リ
ー
ズ
も
の
を
「
環
境
を
考
え

る
」
か
ら
「
食
」
に
し
て
み
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
発
案
者
は
、

工
学
部
の
技
術
が
生
み
出
し
た
「
米
の
パ
ン
」
に
ヒ
ン
ト

を
得
た
よ
う
で
あ
る
が
、
地
域
の
食
文
化
を
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
と
分
野
か
ら
見
て
み
る
の
も
大
変
面
白
そ
う
だ
と
い

｢

う
こ
と
で
、 

環
境
」
シ
リ
ー
ズ
の
継
続
に
も
後
ろ
髪
を
引

か
れ
る
思
い
で
「
食
」
シ
リ
ー
ズ
に
切
り
換
え
る
こ
と
に

し
た
。

　

食
文
化
に
関
す
る
ジ
ョ
ー
ク
を
一
つ
。
山
形
で
は
肉
味

噌
を
詰
め
て
油
で
い
た
め
た
ア
ケ
ビ
の
皮
は
、
高
級
料
亭

で
も
出
る
珍
味
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
笑
い
話
に
し
た
信
州

出
身
の
あ
る
老
先
生
の
話
で
あ
る
。
彼
い
わ
く
。「
信
州

も
山
形
も
昔
は
随
分
貧
乏
だ
っ
た
。
私
の
と
こ
ろ
で
も
ア

ケ
ビ
は
食
す
が
、
食
べ
る
の
は
種
の
周
り
の
甘
い
部
分
だ

け
だ
。
山
形
で
は
皮
ま
で
食
す
。
信
州
以
上
に
貧
し
い
。」

と
。
ち
な
み
に
、信
州
で
は
ハ
チ
の
子
を
珍
味
と
す
る
が
、

山
形
で
は
あ
の
よ
う
な
ゲ
テ
も
の
は
食
さ
な
い
。

　

本
号
の
「
米
の
パ
ン
」
の
話
を
き
っ
か
け
に
、
面
白
い

「
食
シ
リ
ー
ズ
」が
展
開
さ
れ
て
い
く
の
を
大
い
に
期
待
し

て
い
る
。

（
広
報
誌
編
集
委
員
会
委
員
長　

沼
澤　

誠
）
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平
成
14年

６
月
発
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大
学
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長
：
沼
澤
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〒
990-8560　

山
形
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小
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川
町
一
丁
目
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山
形
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務
部
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報
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T
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社
会
に
開
か
れ
た
大
学
を
実
現
す
る
た
め
、
本
学

の
将
来
計
画
や
自
己
評
価
等
に
つ
い
て
学
外
有
識
者

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
本
学
の
教
育
研
究
及
び
運
営

の
改
善
充
実
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

十
二
年
四
月
か
ら
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
営
諮
問
会
議
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
学
長

の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
し
、
学
長
に
対
し
て
助
言
ま

た
は
勧
告
を
行
い
ま
す
。

　

＊
本
学
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

の
基
本
的
な
計
画
に
関
す
る
重
要
事
項

　

＊
本
学
の
教
育
研
究
活
動
等
の
状
況
に
つ
い
て
本

学
が
行
う
評
価
に
関
す
る
重
要
事
項

　

＊
そ
の
他
本
学
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

　

今
ま
で
計
五
回
の
会
議
が
開
か
れ
、
国
立
大
学
等

の
独
立
行
政
法
人
化
問
題
、
国
際
交
流
推
進
の
た
め

の
取
組
方
策
や
教
育
サ
ー
ビ
ス
面
に
お
け
る
社
会
貢

献
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
運
営
諮
問
会
議
委
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。

　
　

（
敬
称
略
。
任
期
は
、本
年
四
月
か
ら
二
年
間
。）

　

會
田　

雄
亮　

前
東
北
芸
術
工
科
大
学
長

　

池
上　

雄
作　

東
北
生
活
文
化
大
学
・
三
島
学
園

　
　
　
　
　
　
　

女
子
短
期
大
学
長

　

石
坂　

公
成　

元
米
国
ジ
ョ
ン
ス
ホ
プ
キ
ン
ス
大

　
　
　
　
　
　
　

学
教
授

　

金
森　

義
弘　

山
形
県
副
知
事

　

木
村　
　

宰　

山
形
県
教
育
委
員
会
教
育
長

　

今
野　

和
子　

山
形
市
女
性
セ
ン
タ
ー
女
性
相
談

　
　
　
　
　
　
　

員

　

鈴
木　

昭
憲　

秋
田
県
立
大
学
長

　

鈴
木
傳
四
郎　

山
形
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長

　

三
浦　
　

新　

山
形
銀
行
代
表
取
締
役
会
長

　

水
戸
部
知
巳　

山
形
県
企
業
振
興
公
社
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　

な
お
、
運
営
諮
問
会
議
の
議
事
録
等
に
つ
い
て
は
、

本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

http
:/
/
kb
hp
.kj.yam

agata-u.ac.jp
/
une

　
    
  
 
  
  
       
             
 
   isi

   　
　
　

/
unei-2

.htm

　
　
 
      
    

山山山山山山山山山山山
形形形形形形形形形形形
大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学
運運運運運運運運運運運
営営営営営営営営営営営
諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮
問問問問問問問問問問問
会会会会会会会会会会会
議議議議議議議議議議議

１　公開講座
（１）「動作法の理論と技法」（教育学部）
　開催期間・場所：８／31（土）６時間　山形市　教育学部
　受講対象者：教師・臨床心理士等30人　　受講料：5,800円

（2）「映像とことば」（教育学部）
　開催期間・場所：９／28（土）～10／26（土）毎週土曜日５日間
　　　　　　　　　山形市　教育学部
　受講対象者：一般市民30人　　受講料：5,800円

（3）「知って得する生活習慣病予防の知識」（医学部）
　開催期間・場所：９／21（土）　４時間　山形市　医学部
　受講対象者：一般市民200人　　受講料：4,800円

（4）「インターネットの光と陰　－安全で快適なネットワーク利用への道－」（総合情報処理センター）
    開催期間・場所：９／３（火）～９／24（火）毎週火曜日４日間
　　　　　　　　　山形市　総合情報処理センター
　受講対象者：一般市民20人　　受講料：無料

２　大学等地域開放事業
（１）リフレッシュ理科教室「センサーの科学」
小・中学生や小中学校の理科の先生を対象に、講演や実習、工作を含んだ
総合的な理科の講義を展開。
内容：センサーの試作、講演、大学施設見学等

　開催日・場所：８／１（木）～８／２（金）米沢市　工学部
　参加対象者：小・中学生と理科教師200人
（２）モーター製作教室
乾電池で動作するモーターの製作を通し、ものづくりの楽しさを体験、モー
ターがなぜ回転するのか、電流の切り替えによって電磁石の極性がどのよ
うに変わるかなどを理解していきます。

　開催日・場所：９／21（土）　米沢市　工学部
　参加対象者：小学生（４－６年）と保護者50人
（３）自然を楽しむ
大自然の中の本学の宿泊施設「蔵王山寮」をベースにネイチャーゲーム、
天体観測等を実施し、理科に対する興味を深めると共に、宿泊研修を通し
団体生活への適応を図ります。

　開催日時・場所：９／14（土）～９／15（日）　山形市　「蔵王山寮」
　参加対象者：小学生（４－６年）20人

３　学部説明会・体験入学
（１）学部説明会（対象者は高校生、場所は各キャンパス）
　　人文学部、教育学部、理学部　９／14（土）
　　医学部、工学部　　　　　　　８／２（金）
　　農学部　　　　　　　　　　　８／６（火）
（２）大学院説明会
　　社会文化システム研究科　　　８／３（土）
４　入学試験
（１）医学部３年次編入学（看護学科）　　９／９（月）　山形市医学部
（２）工学部３年次編入学（Ｂコース）　　８／30（金）　米沢市工学部
（３）農学部３年次編入学　　　　　　　 ７／６（土）　鶴岡市農学部
（４）大学院社会文化システム研究科　　 ９／28（土）　山形市人文学部
（５）大学院教育学研究科　　　　　　　 ８／20（火）　山形市教育学部
（６）大学院理工学研究科（理学系）博士前期課程　山形市理学部
　　〈一般〉８／26（月）・８／27（火）〈社会人〉８／27（火）〈外国人留学生〉８／27（火）
（７）大学院医学系研究科（医学専攻）　　９／19（木）山形市医学部
（８）大学院医学系研究科（看護学専攻）　９／４（水）山形市医学部
（９）大学院理工学研究科（工学系）博士前期課程
　　〈一般〉８／22（木）・８／23（金）〈推薦〉７／30（火）〈社会人〉８／22（木）〈外国人留学生〉８／23（金）
（10）大学院理工学研究科（工学系）博士前期課程（平成14年秋入学）　
　　〈一般〉８／22（木）･８／23（金）〈社会人〉８／22（木）〈外国人留学生〉８／23（金）
５　その他
（１）山形県産業科学館「発明工房」参加事業
　・小さな天文学者体験学習会「望遠鏡を作って、観る」
　　開催日時・場所：７／14（日）午後６時～
　　　　　　　　　　山形市　山形県産業科学館（霞城セントラル）
　　参加対象者：小・中学生（保護者同伴可）20人　　
　・小さな科学者体験学習会「光の不思議」
    　開催日・場所：７／28（日）
　　　　　　　　　　山形市　山形県産業科学館（霞城セントラル）
　　参加対象者：小・中学生（保護者同伴可）20人　　
（２）講演会
　・ 東北大学理学部 土佐 誠教授講演「銀河紀行」
　　   ７／６（土）　午後２時～４時　山形市理学部 

（平成（平成14年７月から９月まで）年７月から９月まで） （平成14年７月から９月まで） 

お問い合わせは、山形大学総務部総務課文書広報係まで（023-628-4008）
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